
設計によるセキュリティ設計によるセキュリティ

基幹業務のプラットフォーム 

Oracle Cloud Infrastructure
（OCI）のセキュリティ

Oracle Cloud Infrastructure（OCI）の設計は機密情報を扱う基幹業務
を守るセキュリティがベース

セキュリティをベースとしたデザイン
設計によるセキュリティセキュリティを基本設計原則として考慮、開発した第二世代のサービスとしてのインフラ
ストラクチャ（IaaS）

IaaS

ラテラルムーブメント防止設計の マルウェアフリーのホストによる
分離ネットワーク仮想化セキュリティ ゼロトラスト・アーキテクチャ

確立された信頼性
データ保護と機密データへのアクセスパスの保護を重視した
クラウド・インフラストラクチャ・セキュリティ
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制御と自動化
制御と自動化設定ミスの低減、セキュリティのベストプラスティスを必須に

他のクラウドサービスとの連携Oracle Cloud 
Infrastructure 

Available On

クラウドマーケットプレイス 

OCIの基礎となるセキュリティ管理

グローバルデータ保護における深い専門知識
Oracle がクラウド設計で最も重視するのが、重要なワークロードの
セキュリティです。セキュリティの影響に敏感なワークロードを実行
するお客様に、堅牢なセキュリティ・アーキテクチャと、リスク低減、
攻撃対象となる領域削減のための豊富な多層防御機能を備えたセ
キュリティファーストのパブリッククラウド、それが Oracle Cloud
Infrastructure です。アーキテクチャ、データセンター設計、要員の
選択、そして OCI インフラストラクチャのプロビジョニング、使用、
認証、保守のプロセスに必要なセキュリティ構築を Oracle Cloud
Infrastructure が担います。

詳しくはこちら 

www.oracle.com/jp/cloud/security/ 
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